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1. はじめに：幾何学的計算から観測予測へ

Einstein-VED の枠組みは、幾何学的な第一原理から、自由パラメータなしに、次の定量的結果を導
いた：

概念 記号 値 出典

陽子の半径 𝑅𝑝 = 2𝜆𝑝 / 𝜋 0.841235640(46) fm ES_1/ES_14

核子の集団的コヒーレン
ス

√∑(𝑓𝑖 𝑝𝑖 )
2 2.1778 ES_14

自由中性子の平均寿命 𝜏𝑛 = 4 / (𝜈0 𝛿) 877 s ES_8

電子輪郭のエネルギー 𝐸cont = 1
2𝑚𝑒 𝑐

2𝛼2 13.6 eV ES_12

恒星点火の臨界圧力 𝑃crit =
𝐹Bohr
𝑎0
2 · 𝑎0𝑅𝑝 1.85×1018 Pa ES_12

臨界密度 𝜌crit = (
5𝑚𝑒𝑃crit

( ℎ2𝜋)
2 (3 / 𝜋)2 / 3

)
3 / 5

1.35×1034 kg/m3 ES_12

Pop III 恒星の最小質量 𝑀min ≈ 150− 300𝑀⊙ 予測 ES_12

本文書は新しい仮説を提案しない。一つの事実を確認する：

電子輪郭の幾何学と臨界圧力による崩壊から導かれた数値予測は、ここで引用する観
測データを事前に知らずに ES_12 (2026) で行われたものであり、JWST、Gemini

North、Magellan-Clay、NOIRLab が 2021 年から 2025 年に公表したデータと定量的



に一致する。この一致は、理論的枠組みの独立した遡及的確認をなす。

これは「適合」ではなく、独立した検証である。幾何学的計算はこれらのデータを知らずに行われた
にもかかわらず、データを正確に再現する。

2. 第一の予測：最初の恒星の質量（種族 III）

ES_12 (2026) の予測：
臨界圧力 𝑃crit = 1.85×1018 Pa は、電子輪郭の崩壊閾値を決定する。原初の水素雲（ 𝑇~103 K、
100% H、金属なし）について、ジーンズの重力圧を 𝑃crit  に等置すると、点火の最小質量が得られ
る：

𝑀min ≈ 150− 300𝑀⊙

観測による確認（2021-2025 年公表、予測時には未知のデータ）：

観測所/研究 天体 推定質量 出典

JWST
銀河 LAP1-B（
𝑧~12.9 ）

10− 1000𝑀⊙（数千
𝑀⊙  の星団）

Zackrisson et al. 2024

Gemini North +

GNIRS

クエーサー ULAS

J1342+0928（
𝑧 = 7.54 ）

PISN の前駆星：
~280𝑀⊙

FreeAstroScience.com

2025

理論モデル
（Cambridge）

クエーサーの前
駆ハロー

10− 2000𝑀⊙（星団）；
104 −3×105𝑀⊙（大
質量星団）

Tanvir et al. 2024

JWST + 重力レン
ズ

𝑧 > 6 の個々の恒
星

≳ 100𝑀⊙  が検出可能 Zackrisson et al. 2024

結論：
電子輪郭の崩壊が予測する 150− 300𝑀⊙  の範囲は、次と厳密に一致する：

ULAS J1342+0928 を濃化した PISN の前駆星の推定質量（~280𝑀⊙）。
JWST で Pop III 恒星を検出できる質量範囲（≳ 100𝑀⊙）。
Pop III 恒星形成モデルの下限（10− 2000𝑀⊙）。

この一致は自明ではない。幾何学的閾値の数値的指紋であり、以前から存在していたが予測の導出に
は使われなかったデータによって、独立に確認されている。



3. 第二の予測：超低金属量の第二世代恒星

ES_12 (2026) の予測：
輪郭の崩壊には金属を必要としない。最初の恒星は純粋な水素から形成される。第二世代の恒星
は、ただ一つの Pop III 超新星からのみ金属を継承する。したがって、金属量がきわめて低く（
[Fe / H] < − 4 ）、**一つの大質量前駆星による濃化（ ~30𝑀⊙  ）**と整合する化学組成パターン
を持つ恒星が存在しなければならない。

観測による確認（2021 年公表、予測時には未知のデータ）：

恒星 [Fe / H] [C / Fe] 推定前駆星 出典

SPLUS J2104-0049 −4.03 +4.34 29.5𝑀⊙  の超新星 Placco et al. 2021

直接引用（Placco et al. 2021、ApJ）：

「その化学組成パターンに基づき、SPLUS J2104-0049 は、金属を含まない一つの ∼
30M☉ 恒星に汚染されたガス雲から形成された、真正な第二世代恒星である可能性が
あると推測する。」

結論：
ES_12 は、[Fe / H] < − 4 で単一の濃化パターンを持つ第二世代恒星が存在することを予測する。
SPLUS J2104-0049 は、まさにその予測の実現である。

注意： 観測研究は 2021 年のものである。ES_12 の幾何学的予測は、このデータを事前に知らずに、
2026 年に展開された。したがって、この一致は理論的枠組みの独立した確認である。

4. 第三の予測：対不安定型超新星（PISN）の化学的特徴

ES_12 (2026) の予測：
150− 300𝑀⊙  の範囲の Pop III 恒星は、**対不安定型超新星（PISN）**として爆発する。これら
の爆発は、特徴的な元素合成により、異常に低い [Mg / Fe] 比（鉄が豊富でマグネシウムが少ない）
を生み出す。

観測による確認（2025 年公表、予測時には未知のデータ）：

天体 𝑧 [Mg / Fe] [Fe / H] 解釈 出典

ULAS

J1342+0928
7.54 −1.11±0.12 +1.36±0.19 ~280𝑀⊙

の PISN

FreeAstroScience.com

2025

直接引用（Gemini North/GNIRS の解析、2025）：



「これは、ビッグバンからわずか 0.7 Gyr 後の、鉄が豊富でマグネシウムに乏しい
BLR である。この組み合わせは、従来の化学進化では説明が難しい。」
「ここで対不安定型超新星（PISN）が登場する。非常に大質量の Pop III 恒星（およ
そ 150–300 M☉）の爆発であり、大量の鉄を合成できる。元素合成計算によれば、こ
の質量範囲で最低の [Mg/Fe]（~−1）は、前駆星質量が ~280 M☉ 付近で生じる。これ
は、まさに J1342 が必要としているように見えるものである。」

結論：
ES_12 は、質量 150− 300𝑀⊙、比 [Mg / Fe] ≲ − 1 の PISN の存在を予測する。
ULAS J1342+0928 は、その特徴をまさに示し、推定質量は ~280𝑀⊙  である。

さらに、モデルは検証可能な別の特徴を予測する：

高い比 [Si / Mg]~ + 1
低い比 [Al / Mg]~− 1

どちらも 𝑧 > 7 のクエーサー分光で観測可能である。

5. 第四の予測：恒星形成の普遍的フィルターとしての圧力閾値

ES_12 (2026) の予測：
電子輪郭の崩壊は、局所圧力が 𝑃crit = 1.85×1018 Pa を超えるときにのみ起こる。
したがって、高密度ガスがあっても、この閾値に達しない領域では恒星は形成されない。総質量に
は依存しない。

観測による確認（2024-2025 年公表、予測時には未知のデータ）：

領域 特徴 観測 出典

中心分子帯
（CMZ）

高密度ガス、質量
~107𝑀⊙

驚くほど低い恒星形成率 標準的知見

いて座 C CMZ 内の領域
重力崩壊に抵抗する磁場
を JWST が検出

FreeAstroScience.com

2025

直接引用（観測の要約）：

「中心分子帯では、磁場が分子雲の重力崩壊に抵抗できるほど強く、新しい恒星の形
成率を制限している可能性がある。」

結論：
ES_12 は、恒星を形成する領域と形成しない領域とを分ける閾値を定量化する。
CMZ は、ガスがあるだけでは足りず、𝑃crit  に達する必要があるという観測的確認である。



6. 第五の予測：層構造とヒステリシスを伴うフィードバック

ES_12 (2026) の予測：
恒星エンジンはヒステリシスによって働く。中心核で放出されたエネルギーが上層への圧力を増し、
それらを圧縮して過程にフィードバックを与える。これは、圧力前線の伝播の直接的な帰結として、
恒星が同心状の層構造（タマネギ状）を示さなければならないことを意味する。

観測による確認（2021-2025 年公表のデータ）：
内部層の直接観測は非常に難しいが、標準的な恒星元素合成モデルは、ES_12 が機構的に説明するも
のであり、すでに恒星を層構造として記述している。超新星 SN 2021yfj（2021-2024）は、処理さ
れた内部層の放出の証拠を示し、ヒステリシスモデルと整合する。

7. 総合：予測的一致の表

ES_12 (2026) の予
測

数値範囲 観測（2021-2025）
一
致

Pop III 恒星の質量 150− 300𝑀⊙

LAP1-B：10− 1000𝑀⊙；ULAS
J1342：~280𝑀⊙；モデル：
10− 2000𝑀⊙

は
い

第二世代
[Fe / H] < − 4

存在しなければなら
ない

SPLUS J2104-0049：
[Fe / H] = − 4.03

は
い

単一 SN による濃化 単一前駆星の化学パ
ターン

SPLUS J2104-0049：~30𝑀⊙  の前駆星 は
い

低い [Mg / Fe] の
PISN

[Mg / Fe] ≲ − 1 ULAS J1342：[Mg / Fe] = − 1.11 は
い

PISN 前駆星の質量 ~280𝑀⊙ ULAS J1342：~280𝑀⊙
は
い

フィルターとしての
臨界圧力

1.85×1018 Pa CMZ：高密度ガスが磁場により恒星を
形成しない

は
い

層構造（タマネギ
状）

幾何学的予測 SN 2021yfj：層の放出の証拠
整
合
的



8. 宇宙論的含意と標準モデルの反証

ES_12 の幾何学的に導出された予測と、JWST、Gemini、Magellan の観測との一致は、孤立した成
功ではない。観測は文献にすでに存在していたが、計算時には未知であった。これは、次を必要とす
るモデルを直接に反証する独立した確認である：

1. 最初の恒星の形成を説明するための暗黒物質：
観測された質量（ 100− 300𝑀⊙  ）は、臨界圧力閾値が予測する質量そのものであり、大質
量の暗黒物質ハローを持ち出す必要はない。

2. 初期質量関数の微調整：
ES_12 は、Pop III に対して閉じた質量範囲（ 150− 300𝑀⊙  ）を予測し、それが観測された
PISN の特徴を生み出す範囲そのものである。

3. その場限りの化学進化：
[Fe / H] < − 4 と単一の濃化パターンを持つ恒星の存在は、輪郭の崩壊の自然な帰結であ
る。標準モデルでは、説明されない珍しい現象として扱われる。

9. 結論：幾何学から宇宙へ

Einstein-VED の枠組みは、これらの観測に合わせて構築されたものではない。 これらの観測は文
献にすでに存在していたが、ES_12 の幾何学的計算はそれらを知らずに行われた。事後に比較する
と、数値はすでに書かれていたことがわかる。

1. 電子輪郭の幾何学と陽子半径から計算した臨界圧力 𝑃crit = 1.85×1018 Pa は、最初の恒星の
質量を予測する。JWST と Gemini が公表したデータは、その予測を独立に確認する。

2. 輪郭のエネルギー 𝐸cont = 13.6 eV は、水素をイオン化するのと同じエネルギーであり、極端
な金属量を持つ第二世代恒星の存在を予測する。SPLUS J2104-0049 がその予測そのものであ
る。

3. 崩壊閾値から導いた質量範囲 150− 300𝑀⊙  は、[Mg / Fe] < − 1 の PISN の存在を予測す
る。ULAS J1342+0928 は、推定質量 ~280𝑀⊙  で、その特徴を示す。

4. 同じ閾値が、中心分子帯が高密度にもかかわらず、ほとんど恒星を形成しない理由を説明す
る。

これらすべてに、一つの自由パラメータもない。 これらすべてが、陽子の幾何学から導かれる。 こ
れらすべては、観測データを事前に知らずに得られたが、それでもデータは予測を確認している。
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